西吾妻福祉病院・後期研修医プログラム概要

2007年11月

Iプログラムの名称　

湯めぐり・夢ぐり研修プログラム

IIはじめに　

西吾妻福祉病院は草津町や北軽井沢、嬬恋高原という大観光地を抱える地域の救急の拠点としての役割を大目的として平成14年2月に新規開設された。一方で六合村を含むへき地診療所群を圏域内に抱え、へき地拠点病院としての役割も担っている。こうした、救急という「医療モデル」とへき地包括ケアという「生活モデル」の両方を学べ、体験できる貴重な存在でもある。敷地内にはヘリポートを完備し、年間20台を超えるヘリ搬送や1200台前後の救急車を受け入れるなど、地域の拠点としての活動を行っている。ここに働く常勤医は平成19年度は10名だが、全員が「総合医療」を実践し、外科系手術や内視鏡治療、出産など幅広い診療をカバーしている。地域における総合医療を即座に実践でき、その術を習得できる数少ない施設のひとつとして、総合医療に意欲のある若き医師の育成に努めている。現在、自治医科大学のｼﾞｭﾆｱﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ2年目医師を1ヶ月交代で毎月受け入れるほか、（社）地域医療振興協会のジュニア並びにシニアレジデントを受け入れている以外にも、医学生は自治医科大学はもとより東京大学、群馬大学、札幌医科大学などからの定期研修を受け入れている。

III対象　

自治医科大学地域医療後期研修プログラム研修医

IV修了年限　

＜足湯コース＞　3ヶ月～半年

＜ぬる湯コース＞　１年

＜熱湯コース＞　2年（希望により3年）

V研修のゴール　

＜足湯コース＞

　へき地拠点病院では何を行っているのか、どんな技術が必要なのか、どのような医師像が望まれているのかを体験し、実践の足がかりにしてもらうコース。次からの研修のモチベーションを高めるためのコースとも考えられる。

＜ぬる湯コース＞

　へき地拠点病院で求められる最低限の知識と技術を習得するコース。内科系・外科系では消化器内視鏡技術や各種超音波検査技術、小外科から手術の助手を努められることを目的とする。一通りの救急外来対応が実践でき、総合外来診療技術や入院診療の独り立ちを目指す。本コースを終了した時点で、一人でへき地診療所に赴任することができるような医師の育成を目標とする。

＜熱湯コース＞

　内科系・外科系を問わずに、あらゆる全ての救急患者に臆することなく対応できるような技術と知識を習得し、3次救急などの救命救急センターとの連携や、その他の社会資源との有機的連携が実践できることを目標とする。急性期を乗り越えた慢性期医療から介護保険との連携、地域の介護支援専門員や保健福祉行政との連携にも視野が広げられるような医師像を目指す。

VI研修目標　

＜外来診療＞

カルテの正しい記載方法を習得できる。

診療報酬の考え方が理解できる。

総合新患外来での問診から診察、診断、振り分けが実践できるようになる。

予約外来での継続した診療から全人的な医療が実践できるようになる。

判断が難しい症例は、気軽に専門医や同僚に相談できるようになる。

消化管の内視鏡検査や超音波検査などの一般的な検査が一人で行えるようになる。

＜入院診療＞

内科系の一般的な入院管理が行えるようになる。

人工呼吸器などの管理が行えるようになる。

各種手術の助手が努められるようになる。

手術後の管理が行えるようになる。

周産期医療が行えるようになる。

＜救急医療＞

ACLSをマスターし実践できるようになる。

2次救急までの様々な医療技術や知識をマスターする。

救急車やヘリコプターに同乗しての救命処置が行えるようになる。

＜慢性期医療＞

医療療養型病床での慢性疾患患者の管理を行えるようになる。

疼痛管理が行えるようになる。

介護保険や福祉の分野との連携が行えるようになる。

急性疾患との鑑別や搬送の判断が即座にできるようになる。

＜地域保健＞

献血や予防接種、地域の保健活動を通して、地域住民との交流や啓蒙が行えるようになる。

＜地域包括ケア＞

老人保健施設で求められる医療が実践できるようになる。

訪問診療の実践と訪問リハビリ、訪問看護などとの連携がとれるようになる。

主治医意見書を適切に記載できるようになる。

地域の行事に進んで参加できるようになる。

＜総合的に＞

常識のある社会人になれる。

VII資源　

1． 指導者　

＜研修責任者＞折茂賢一郎（医師　管理者　内科系・介護保険分野）

＜研修副責任者＞三ツ木禎尚（医師　副院長　外科系総合）

＜指導医＞田子俊彦（医師　病院長　外科系総合）

＜指導医＞塩谷恵一（医師　医局長　外科系総合）

＜指導医＞楠浩（医師　診療技術部長　脳外科）

＜指導医＞倉澤美和（医師　消化器内科系総合）

＜指導医＞倉澤剛太郎（医師　産婦人科・泌尿器科・麻酔科系総合）

＜指導医＞吉村裕子（医師　循環器内科）

＜指導医＞橋爪洋明（六合温泉医療センター医師　地域包括ケア）

＜看護＞上野広美（看護部長）

＜リハビリ＞下谷守（理学療法士）

＜通所と介護保険＞篠崎徹（理学療法士）

＜薬剤情報＞柁原妙子（薬剤師）

＜放射線機器取り扱い＞桶和彦（放射線技師）

＜臨床検査＞篠原洋子（臨床検査技師、消化器内視鏡技師）

＜心臓超音波検査＞小池淳子（臨床検査技師）

＜社会資源＞島田直子（介護支援専門員、社会福祉士）

＜NST＞黛真奈美（管理栄養士）

＜医療工学＞松島淳（臨床工学士）

＜行政手続き＞浅見俊雄（事務部長）

＜診療情報録＞永澤恵（診療情報録管理士）

＜医療事務＞松井敦史（総務課長）

＜地域連携＞山本清司（地域医療連携室長）

＜保育＞戸部君江（保育士）

＜設備整備＞田中秀（施設課長）

2． 研修施設　

＜西吾妻福祉病院＞

一般病床：37人×２病床と療養病床：37人×１病床の合計１１１病床です。

付属機能としては

　　　通所リハビリテーション（20名）

　　　院内保育所

がありあす。

主な医療機器・設備としては

　　　1.5TのMRI　４チャンネルヘリカルCT　各種内視鏡機器や超音波機器など

　　　手術室2部屋（内視鏡手術・脳外科手術対応など）

　　　フル電子カルテ＋画像伝送システム

　　　医療情報検索：Up to Dateと医学中央雑誌

　　　HPとメールマガジンの配信

　　　LDR2室

　　　へき地医療支援室　食堂と売店

＜六合温泉医療センター＞

診療所（外来と訪問診療、人間ドック）、老人保健施設（入所50人、通所20人）、居宅介護支援事業所、地域包括支援センターの複合施設であり、地域包括ケアを研修します。車で30分（２０ｋｍ）の距離です。20年度から医師が2名体制に増えます。

＜長野原町へき地診療所＞

同じ町内にあるへき地診療所で、来るまで15分ほどのところにある外来診療のみの研修施設です。自治医大の卒業生（義務内）が診療を行っています。

＜東京北社会保険病院＞

東京都北区赤羽にある280床の総合病院。ここの放射線科と画像伝送システムがつながり、放射線専門医の読影を受けることができる。

さらに、小児科や整形外科、その他の専門科研修を随時受けることができる。

VIII研修スケジュール

1． 年間　

4月　　　：オリエンテーションと見学

5月～９月：様々な体験（当直も副当直）

１０月～  ：自立

· 個人の能力と評価によってスケジュールは異なってきます。

· 基本的には当直は内科系と外科系が一人ずつ当直・待機でつきます。

· 侵襲性の少ない診療は早めに自立できます。

週間　

月：午前は外来　午後は病棟

火：午前は内視鏡検査　午後は手術

水：午前は病棟　午後は手術

木：午前は内視鏡など　午後は新患カンファランスや各種委員会参加

金：午前は外来　午後は救急当番

土：月に1回は外来と当直（待機）

日：月に1回は当直（待機）

· 基本的に毎朝８：３０から朝礼と前夜の救急の申し送りがあります。

· 当直（待機）は月にそれぞれ3回ずつ程です。

· 研修は基本的には指導医が密着しますので、何を研修するのかによってスケジュールは異なってきます。

· 六合村や長野原町の包括ケア研修は随時実施します。

IX評価と修了認定

研修の目標に沿った研修指導医による日々の振り返りとポートフォリオの作成を行い、最終的には医局会での報告と評価を随時行う。最終評価は、病院幹部会議において決定する。

　評価方法は、日々の振り返りや人事考課による目標設定とその反省などの面接が主体となる。自己評価はポートフォリオの作成を通して実践し、学会発表や学術論文への掲載の有無も評価の対象となる。社会人としての評価は勤務表を基礎として、病院内全ての職員や地域住民からの評価を受ける事になる。

Ｘこのプログラムの特徴

診療科の垣根を越えた幅広い診療を行えることが一つの魅力。意欲さえあれば、出産などの周産期医療も実習できる。ほとんどの常勤医師がへき地診療所経験者でもあり、住民の目線での医療の実践と指導が受けられる。

コ・メディカルも充実しており、特にリハビリテーションスタッフはPT/OT/STが合計11名勤務し、訪問リハビリなどにも積極的に参加している。

基盤整備としては診療録のフル電子化により、画像や各種検査データのファイリングもなされるとともに、画像伝送システムによる放射線専門医による読影も速やかにうける事ができる。

更に、六合温泉医療センターという地域包括ケアの施設との密なる連携があり、老人保健施設での医療のあり方や地域包括ケアの生の現場を定期的にも不定期にも実習できる。また、敷地内には独身・単身用の１LDKから子供がいても安心して生活できる３LDKまでの官舎が用意されている。この官舎から一望できる早朝の浅間山の雄姿は心洗われる気持ちがする。さらに、官舎の建物内に職員用の「保育園」も完備しており、働く女性の育児や出産への支援も行っている。

プログラムの名前が示すとおり、周囲には様々な温泉が湧き出でており、特に天下の名湯「草津温泉」や雲の上の温泉で有名な「万座温泉」、秘湯の「尻焼温泉」などを満喫できるのも魅力。夏はゴルフや登山・ハイキング、冬はスキーやスノーボードを気軽に楽しめる。県境を越えるが軽井沢高原や志賀高原までも来るまで一時間前後と息抜きの場所は少なくない。

付則　

平成19年度から本プログラムは開始。その他の規則などは就業規則を参照されたし。（社）地域医療振興協会という公益法人の就業規則に基づくものである。

